
〔論文〕 302：1071（強風の風向）

日本における著しい強風の風向別統計

藤　部　文　昭＊

要　旨

　気象官署における34年間の日最大風速の資料を使って，著しい強風の風向別発現頻度を調べ，その地域特性や季

節的特性を明らかにした．以前から知られているように，強風の中でも比較的頻度の高いもの（1年に数回程度）

は晩秋～春に多いが，より稀なもの（数年に1度）は北日本を除いて台風期に多い．今回の解析の結果，このうち

台風期の強風は南寄りの風が多く，強い（＝発現頻度が低い）ものほどその傾向が大きいことが見出された．これ

は北上する台風の進路の右側で風が強い性質を統計的に反映したものと考えられる．より詳しく見ると，沿岸域で

は向岸風の比率が離岸風よりも高い傾向があり，また台風期のうちでも時期によって風向特性に違いが認められる．

一方，晩秋～春の強風は西風（南西諸島では北風）が最も多く，これは季節風期の最多風向とはややずれている．

　1．はじめに
　風に対する防災対策にとって，強風の風向について

の統計的知識は重要である．例えば建築物の対風応答

は風向に依存する場合があり（藤野ほか，1982；松本

ほか，1990など），風向は耐風設計において考慮すべき

要素の1つである．また農作物等を保護する防風施設

を設置する際にも強風の吹きやすい風向が問題にな

る．

　強風の風向別頻度は気象官署における多くの調査

（気象庁，1977，1985；東京管区気象台，1980；その他

府県・官署別の多数の資料）のほか，個別の報告もあ

る（白石・松本，1982など）．これらの調査は強風を比

較的広く定義しており，例えば風速10ms－1以上など

の条件が使われている．しかし強風と言ってもその程

度によって原因に差があり，定義を広くとれば温帯低

気圧や季節風によるものが多くなるのに対し，ごく稀

な記録的強風は北日本を除いて台風によるものが多い

ことが知られている（宮田ほか，1982など）．このため

従来の資料は温帯低気圧や季節風の特性を主に反映し

たものであり，台風を主とする著しい強風の風向特性

についてはなお調べるべき余地が残っている．

　風工学の分野では，台風をも考慮に入れた強風の統

計的研究が行われている．主な研究対象は風速である

が，風向を考慮した研究例もある（藤野ほか，1982；

宮田・柳原，1986；松本ほか，1990；後藤ほか，1993）．

しかし，これらの解析は個々の地点を対象にしている

ため資料数が十分でなく，これを補うため台風の確率

モデルなどが使われている．また研究の主目的は風工

学的なパラメーター（再現期間など）の評価であり，

強風風向の季節変化・地域性など気候学的特性につい

ての情報は多くない．

　本研究は，日本における著しい強風の風向を長期間

の実測資料を使って統計的に調べ，その地域的・季節

的な特性を明らかにするととを目的としたものであ

る．解析においては，強風の程度によって風向特性が

異なることを念頭に置き，その発現頻度に基づいたい

くつかの階級を設定した．主な興味の対象は発現頻度

の低い上位の階級の強風であるが，下位の階級の強風

についても解析を行い，それらの風向特性を比較する

ようにした．

＊気象研究所予報研究部．
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2．資料と解析方法

2．1資料源

気象官署の観測値を収録した気象庁統計室作成の磁
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対象地点の分布図．○は第9図の解析に使われる“沿岸地点”，◎は“内陸地点”，●はその他の地点（このほ

か，父島と南鳥島が南西諸島に含まれる）．“沿岸地点”については，海までの最短の方向を突起で表してある
（南東・南・南西・北北西の4種類）．

気テープ（地上気象観測時日別値ファイル）を利用し

た．収録期間は1961年以降であり，1994年までの34年

間を対象にした．ただし，最初の数年間については資

料が収められていない地点もあるので，少なくとも

1964年以降の31年間の資料が収録されている地点を解

析対象にした．南西諸島と小笠原については，地点数

を確保するため1970年以降の25年間の資料が得られる

地点を対象に含めた．また海抜1000m以上の地点は

対象から除いた．これにより，対象地点数は144となっ

た（第1図）．

　統計は主として日最大風速とその風向（16方位）を

対象とした．ほかに，日最大瞬間風速とその風向，お

よび定時観測（3時間ごと）による風向・風速を使っ

た．日最大瞬間風速については風向の収録期間が1979

年以降であるため，同年以降を統計対象にした．

　以下，日最大風速をU，定時観測による風速を％と

表し，それぞれの年平均値をZ7，πと表す．

　2．2　風速の尺度

　地上風速の統計においては，資料の均質性の確保が

大きな問題である．観測値は官署周辺の地形や表面粗

度，風速計の設置高度の影響を受け，都市化による経

年変化もある（近藤ほか，1991；田村ほか，1992；市

川・龍田，1980；桑形，1993）．また，風速計の変更や

移設による不均質もあり（気象庁，1979，1984；藤谷，

1990など），近年は気象官署の合同庁舎への移転に伴う

統計切断が目立つ．こうした不均質をすべて厳密に補

正するのは極めて難しい．

　そこで今回は，日最大風速をその年平均値で割った

値（＝U／U）を使った．これにより，場所・年代によ

る観測値の差をある程度まで均質化できると考えられ

る．ただし年の途中で測器変更や移設があった場合で

も，これを考慮せずに0を計算した．日最大瞬間風速

についても同様の扱いをした．

　当然ながら，U／Z7以外にもいくつかの風速尺度が考

えられる．そこで，風速尺度のとりかたが解析結果に

与える影響について，第5章でU／ひ以外の尺度による

結果を比較しながら検討する．

　2．3　統計方法

　強風発現日の定義は，U／Z7の値ではなくその順位に

よった（この点も第5章で検討する）．具体的に言うと，

地点ごとに34年間の毎日のU／ひを大きいほうから並

べ，そのうち1～N位を強風発現日と見なした．ノVと

しては1，3，10，30，100，300の6種類の値を与え

た．ただし資料が34年間よりも短い場合には，N×（対

象年数÷34）位までを対象にした（端数は四捨五入）．

このN日の内訳を，旬別・風向別に集計した．

　1Vは強風の階級の尺度になる．以後大まかな表現と

して，N＝10位程度までを“上位の強風”，ノV＝100位

あるいはN＝300位を“下位の強風”と言う．前者は数

年に1回の強風，後者は1年に数回程度の強風に当た
る．

　なお，台風が夜半前後に通ると大きな日最大風速が

2日間にわたって観測されるため，1回の強風がダブ

ルカウントされる．しかし一方，強い季節風が長期間

続くような場合には，強風を1回，2回と数えること

自体が難しい．このため今回は，日最大風速をすべて

別々に集計した．

　頻度は全体の平均に対する割合で表示した．すなわ

18 “天気”44．3．
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第2図 ESWNNESWNNESWNNESWNNESWN強風の季節別・風向別頻度分布．頻度（等値線）は，全年および全風向についての平均値を1とした相対値を

表す．

ち，季節別頻度についてはその年平均値を1とした比

を示した．また風向別頻度についてはこれを全風向に

ついて平均した値との比を表示した．

　3．強風の季節別頻度と季節区分

　著しい強風は事例が少なく，その風向には地点ごと

のばらつきが大きい．そこでまず，全国および下記4

地域（第1図）について平均した結果を示す．

・北日本（39地点）：北海道，東北

・東日本（37地点）：関東，中部

・西日本（58地点）：近畿，中国，四国，九州（奄美を

除く）

・南西諸島（10地点）：奄美，沖縄，父島・南鳥島

　このうち父島・南鳥島を南西諸島に入れたのは，と

もに同じ緯度帯に属し最盛期の台風の通過が多い等の

共通性を考慮した上での便宜上の処置である．

　本研究の興味は“風向”であるが，まず準備として

強風の季節特性を概観する．第2図は各地域について，

地点ごとの1～3位および1～300位の強風発現頻度

を季節別・風向別に集計したものである．この図では

旬について1：2：1の重みによる平滑化を2回施し

てある．1：2：1の平滑化とは，旬ゴにおける頻度

を防として，

ラ7二（必、1＋脇＋芳＋、）／4

とするものである．風向についても同様の平滑化を2

回施してある．

　第2図によると，1～3位の強風は晩夏～初秋に多

く，その風向は南風あるいは東風～南風が多い．この

ほか，北日本・東日本では春の南風～西風も見られる．

一方，1～300位の強風は，南西諸島では晩夏～初秋の

東風～南風が多いが，他の地域では晩秋～春の西寄り

の風が多い．このように，強風の階級によってその季

節特性や風向分布は異なる．以後，便宜上の季節区分

として，7月下旬～10月中旬を“台風期”，10月下旬～3

月上旬を“季節風期”，3月上旬～5月中旬を“春季低

気圧期”と呼ぶ．

　第3図は強風発現頻度の季節変化を示したものであ

る．この図は旬別の集計値を1：2：1の重みで平滑

化してある（第2図では等値線を滑らかにするため平

滑化を2回施したが，この図ではもとの分布形の保存

を重視して1回にと．どめた）．北日本では台風期と春季

低気圧期の頻度が同程度であるが，東・西日本では1

～3位の強風の大半が台風期のもので，春季低気圧期

のピークは副次的である．南西諸島では台風期のピー

クだけが見られる．

　第4図は強風発現日に占める台風期・季節風期・春

1997年3月 19
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第5図　1961～1980年の台風期の強風のうち，気圧
　　　パターンが“台風型”の日に属するものの

　　　比率

季低気圧期の比率を，順位の関数として表したもので

ある．順位が高いほど台風期の比率が高くなるが，南

西諸島では上位強風に対する台風期の比率が案外小さ

い
． これはここで定義した“台風期”以外の季節にも

強い台風が接近するからである．

　強風の季節特性に関する以上の解析事実は，既存の

知識と矛盾しない．しかし，北日本でも1～3位の強

風の約1／3は台風期のものであること（第4図）は注目

に値する．北海道における歴史上の大きな災害におい

ては，台風によるものの比率がさらに高くなっている

（日下部，1961）．

　上記の季節区分について，“台風期”の強風が本当に

台風によるものかどうかを確かめてみた．Yoshino

and　Kai（1974）とYoshino　and　Yamakawa（1985）

が作った日本付近の気圧パターン分類によると，

1961～1980年の台風期1840日（92日×20年間）のうち

“台風型”（VI型）の日数は244日であろ．第5図は，台

風期の強風のうち台風型の日に属するものの比率を，

地域別・順位段階別に示したものである．・東日本と西

日本では1～30位強風の約95％が台風型日に属し，1

～300位強風の70～80％が台風型日に属する．北日本で

も1～30位強風の過半数は台風型日に属している．こ

のように，台風期の強風の多くは台風の接近時に現れ，

中でも上位の強風ほど台風型日の比率が高い．なお南

西諸島では台風型日の比率が低い（半分以下）が，こ

れはYoshinoほかの分類が主として本州付近の気圧

パターンを対象にしているからである．

　ただし，Yoshinoほかの“台風型”はその日数の多

さからも分かるように定義がかなり広く，台風が陸地

から離れている場合を含んでいる．そして，今回の強

風発現日の中には台風の周辺部の風，例えば太平洋上

の台風と中国大陸上の高気圧との間の強い気圧傾度に

20 “天気”44．3．
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　　　第7図　台風期の強風風向の期間別比較．

NESWNNESWNNESWNNESWNNESWN
1　3

蕪、葵潔，，i鐙壷泌灘

　N　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　N

第6図　強風の風向別頻度分布．風向別頻度を全風
　　　　向について平均した値を1とし，縦軸はこ
　　　　れとの相対値を表す．資料総数が30に満た

　　　　ない場合は描画対象から除いてある（この
　　　　場合，図の上部に直線を表示）．

伴う強風によるものも含まれる．従って，個々の強風

を台風によるものとそれ以外の原因によるものとに明

確に分けることは無理である．同様に，“季節風期”や

“春季低気圧期”の強風を，低気圧によるものとその後

面の寒気吹き出しによるものとに分離することは不可

能である．宮田ほか（1982）などは強風の“成因別”

の統計を試みているが，今回は統計の客観性を重視し

て成因別の調査は行わなかった．

　4．各季節の強風の風向別頻度

　前章の結果から分かるように，全年を対象とした統

計結果は，上位の強風については台風期，下位まで含

めた強風にっいては季節風期と春季低気圧期の特徴を

反映したものになっている．この章では，各季節それ

ぞれの風向特性を対象とした解析結果に基づいて強風

の風向特性を観察する．

　第6図は強風の風向別頻度分布を全年および季節

別に示したもので，風向について1：2：1の重み

による平滑化を1回施してある．“台風期の1～3

位”とは，“全年の1～3位強風のうち台風期の分”

のことである．

　4．1台風期
　第2図で見たように，台風期の風向は南風あるいは

東風～南風が多い．第6図によると，その傾向は上位

の強風ほど顕著である．階級が下がるにつれて南風の

比率は上位ほど圧倒的ではなくなり，風向分布は南風

と北風のピークを持つ2山型になっていく．これらの

特徴は，多少のばらつきはあるが各地域にほぼ共通し

て認められる．

　台風期のうちでも，時期によって風向分布はやや異

なる（第2図）．第7図は，台風期を3旬ずつの3期間

に分け，各期間の風向別頻度分布を示したものである．

前期（7月下旬～8月中旬）は南東風が多いが，中期

（8月下旬～9月中旬），後期（9月下旬～10月中旬）

にはピークが南風に移り，加えて北風の比率が高まる．

こうした傾向は各地域にほぼ共通し，かつ上位・下位

の強風に共通して認められる（ただし上位の強風にっ

いては中～後期の北風ピークは弱い．また，北日本で

も北風のピークは弱く，後期の風向分布は南東～南風

1997年3月 21
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第8図　台風期の強風（1～30位）の主風向とその集中度の分布
　　　羽根が0．2，旗は1を表す．○は集中度＜0．05を表す．

　　　　　　　　　　　　　　ρ畠o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　簸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　で．

　　　　　　　虜　　　・　　　　　げ
　　　　　　　　　　　岱
ノ　　》
　　　夏　　・
　　　　　　　　　　　　　　　400
　　　　　　　u

　　　　　　　　　　　　　　　　　300km
　　流
　　1400

　集中度は矢羽根で示してあり，短い羽根が0．1，長い

と西風の2山型になる）．

　地点ごとの風向特性を調べるため，発現頻度を重み

にしたベクトル平均に基づいて強風の“主風向”を定

義した．具体的には，風向θh（h＝1～16）の発現頻

度久について

　　　　　　　　　　　　　　　　

C二Σρhcosθん÷Σρh
　　たニ1　　　　　　　　　た＝1

　　　　　　　　　　　　　　　　

S＝Σ2りhsinθh÷Σ1）庵
　　海＝1　　　　　　　　海工1

を求め，主風向をtan『1（S／C）とした．また，主風

向への“集中度”を暦で定義した．もしも強風

の風向がすべて同じならば集中度は1，風向分布が均

等であれば0である．なおこうした指標はこれまでに

も使われている（Mori，1988）．

　第8図は，台風期の1～30位強風の主風向と集中度

を矢羽根で示したものである．主風向は場所ごとにば

らつくが，太平洋側や内陸域では南寄りの地点が多い．

一方，日本海側ではむしろ主風向が北寄りの地点が目

立つ．また四国の瀬戸内側（多度津，高松）や琵琶湖

東岸の彦根でも，主風向は北寄りである．これは，沿

岸域で向岸風が離岸風よりも強く吹く傾向を表してい

る．“向岸風”“離岸風”とはそれぞれ“onshorewind”

“offshorewind”の訳語であり，立平（1981）にならっ

たものである．立平（1981）の報告は台風時の向岸風

と離岸風の風速差を例で示したもので，同様の解析例

としてPowel1（1987）がある．第8図の結果はこうし

た特性を長期間の統計から示している．

　立平（1981）やPowel1（1987）は，向岸風と離岸風

の風速差の理由として海陸の表面摩擦の差を挙げた．

表面摩擦差に関しては，向岸風は離岸風に比べて突風

率（最大瞬間風速÷最大風速）が小さいことも指摘さ

れている（Kitaoka6渉α1．，1971）．これは，瞬問風速

は平均風速に比べて表面摩擦の影響を受けにくく（桑

形，1993），表面摩擦が小さいほど突風率が小さくなる

ことを反映している．

　これらの研究例を考慮しながら海陸分布の影響を

もっとよく検証するため，東・西日本の沿岸域を対象

にして，海岸の方向と風向との関係を調べた．対象地

点は，岬・海峡など海岸の方向を定義しにくい場所を

避け，海岸線から数km以内の平地を目安として主観

的に選んだ（琵琶湖・中海沿岸を含む．なお北日本は

台風期の強風の比率が小さいため除外した）．これらに

ついて，海岸の方向を第1図に示すように東～南東側，

南側，南西～西側および北西～北側の4通りに分けた

（以下それぞれ“南東岸”，“南岸”，“南西岸”および“北

西～北岸”と言う）．このうち南東岸から南西岸までは

太平洋側，北西～北岸は日本海側の地点が大部分であ

る．このほか海陸分布の影響がない場合の特性を見る

ため，内陸域に位置する地点（以下“内陸”と言う）

を加えた．これら各グループの風向別頻度分布を第9

図に示す．この図には，表面摩擦の影響を見るため日

最大瞬間風速についての結果を併記してある．ただし

日最大瞬間風速は資料が16年間しかないため，ノV×

（16÷34）位までを統計対象にした．

　第9図によると，日最大風速（点線）の頻度のピー

クは南東岸では南東風，南岸ではほぼ南風，南西岸で

は南風～南西風である．これに加え，程度の差はある

が北風（南西岸では北東風）のピークも見られる．逆

22 “天気”44．3．
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……日最大風速による強風風向　　一日最大瞬間風速による強風風向
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第9図　台風期の強風風向の地形特性別比較．日最

　　　大風速による統計と日最大瞬間風速による
　　　統計結果を併記してある．

に北西～北岸では南風よりも北風のほうが頻度が高
い
． この結果から，台風期の強風は一般的に南風と北

風が多いこと，ただし海岸との位置関係によって南風

と北風の比率に違いのあることがうかがえる．しかし

南岸と北西～北岸の風向頻度分布を見比べて平均して

みると，上位の強風については南風が多い．また内陸

でも南風が多くなっている．このことは，海陸分布の

影響を除けば一般的に南風の比率が高いことを示して

いる．なお順位別に見ると，下位の強風ほど南風の比

率は減り，北風の比率は増える傾向がある．

　一方，日最大瞬間風速（実線）については南東～南

西岸ではやはり南風の比率が高いが，その比率は日最

大風速の場合に比べて小さく，その分北風の比率が高

い
． 逆に，北西～北岸では日最大風速の場合に比べて

北風が少なく南風が多い．この事実は，日最大瞬間風

速の風向別頻度が日最大風速ほど海陸分布に影響され

ないことを裏づける．

　図は省略するが，東・西日本それぞれの平均として

は，両地域とも日最大風速と日最大瞬間風速の風向別

頻度分布に大きな違いはない．台風時にも竜巻など瞬

発的な強風現象の存在が指摘されているが，広域を対

象とした統計結果を見る限りでは，日最大風速と日最

大瞬間風速の風向特性に格別の違いはないことが分か

……1～300位強風の風向　一日最大風速の風向　一定時観測の風向

　　全　国　北日本　東日本　西日本　南西諸島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　：　　　　　　：　　：：　　：　　：：　　：許　：1　　：4　　　：　．　　　　　：　儀：：　　：　　：：　　：：＝：：　　：
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第10図　季節風期の強風の風向別頻度と，毎日の日

　　　最大風速および定時観測における風向別頻

　　　度との比較

る．

　4．2季節風期

　季節風期の強風は南西諸島を除いて西風が多く，そ

のピークの高さは順位によらずほぼ一定である（第6

図）．南西諸島では北風が多く，次いで南風の弱いピー

クがある．

　冬の季節風は普通“北西季節風”と呼ばれるが，第

6図の風向は北西風よりも西風が多い．第10図はこの

点を検証するため，季節風期を対象にして①1～300

位の強風の風向，②毎日の日最大風速の風向，③定時

観測（3時間ごと）による風向を，それぞれ地域別に

集計したものである．北日本では①②③すべて西北西

風が最も多いが，東・西日本では①→②→③の順で風

向分布のピークは弱まりながら北西方向へずれる．ま

た，南西諸島では①のピークは北風であるが③は北

北東風である．このように，季節風期の強風風向は3

時間ごとの観測値から算出した最多風向に比べて左に

ずれている．

　第11図は季節風期の1～300位強風の主風向と集中

度の分布を示す．風向は南西諸島を除いて，全国的に

西南西～西北西風の地点が多い．より細かく見ると，

関東平野の北西部では北西風であるが南部では南西風

であることや，松本では南風であることなど，西風卓

越時の風向分布について従来から知られている特徴

（河村，1966など）が表れている．

　4．3　春季低気圧期

　春季低気圧期の強風の風向は，南西諸島では南風・

北風の2山型であるが，他の地域では西風が多く，こ

れらのピークの高さは順位によらずほぽ一定である

（第6図）．第12図は，期間を前半と後半に分けてそれ

ぞれの風向別頻度分布を示したものである．前半の風

向分布は全期間の風向分布とほぼ同じであるが，後半

は南風の比率が高くなり，風向分布は南風と西風の

1997年3月 23
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表示方法は第8図と同じ．

一全期間　一前半（3月上旬～4月上旬）……後半（4月中旬～5月中旬）

　　　全国

　　N　E　S　W　N

　　　全国

舘瞼
　　N　E　S　W　N

　　　全国

li儘
　　N　E　S　W　N

　　　全国北日本東日本西日本南西諸島
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　　第12図　春季低気圧期の強風風向の期間別比較．

ピークを持つ2山型をする（ただし南西諸島では強風

事例数そのものが少なく，風向分布も他の地域とは異

なる）．これは低気圧の暖域の南風と，後面の西風の寄

与を示唆する．順位が高いほうが南風の比率が高く，

この点は台風期の強風に似ている．

　5．風速の尺度のとりかたと統計結果との関係

　強風の尺度が結果にどの程度影響するかを調べるた

め，U／Z7（＝日最大風速÷その年平均値）のほか，U

（二日最大風速）そのものと，U／％（＝日最大風速÷年
　　　　　　　　　　　　　　　　　り
平均風速）を使った場合の結果を比べた．それぞれの

尺度で定義される1～3位から1～300位までの“強風

発現日”の内訳を見ると，U／UとUについては
71～78％，U／UとU／πについては81～87％が一致す

る（いずれも全国平均）．しかし“強風発現日”を順位

ではなく値で定義した場合には，対象事例数が地点に

よってばらつく．例えばU／U≧2．5の事例数は最小0

～最大202の範囲にわたり（平均は25．6，標準偏差は

一〇ノU：1～30位　　一U：1～30位　　……07U≧2．5

　　　全　国　北日本　東日本　西日本　南西諸島

　　N　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　N

　　N　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　NN　E　S　W　N
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季3　　　じ　　　ナ　ヘ　ロロ　　　ロ　　　しロ　　　リ　　　じじ　　　ド　　　じラ　　　　　　　　
11i，、、1更，i鐙鐙i，～湾露
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1i議鐙轟、、i、］i盤

期NESWNNESWNNESWNNESWNNESWN
　第13図　強風の尺度による風向別頻度分布の比較

26．1），U／σ≧2の事例数は最小15～最大487である

（平均は132，標準偏差は68）．UやU／％を使うと事例

数の不均一はもっと大きく，“一部の地点だけが統計対

象になる”ような状況になる．

　こうした対象事例の違いが風向の統計に与える影響

を見るため，U／σの1～30位の強風Uの1～30位強

風およびU／Z7≧2．5の強風について，各地域の風向別

頻度分布を第13図に示す．前2者の風向分布は互いに

よく似ている．図は省略するが，U／％の1～30位強風

についてもほとんど同じ結果になる．これらに比べ，

U／Z7≧2．5の条件による結果はややずれるが，このず
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れは前章までの結論に影響するほどではない．このよ

うに，多数地点の平均に関する限り，強風の尺度のと

りかたは統計結果にさほど敏感に反映されないことが

分かる．

　6．議論とまとめ

　以上の解析によって，強風の風向特性を季節や強風

階級ごとに統計的に示すことができた．

　台風期の著しい強風の中に南寄りの風が多いこと

は，台風進路の右側で風が強い性質を統計的に反映し

たものであると考えられる．なぜなら，日本付近では

台風は北寄りに進むことが多く，南風は進路の右側（東

側）の強風に当たるからである．この性質は理論的に

予想される（Yoshizumi，1968；藤部，1996）ほか，台

風通過時の地上風速分布（加藤，1960など）や被害率

の分布の調査（石崎ほか，1963；光田・藤井，1993な

ど）によって示されてきた．しかし，これは対称（円

形）な気圧分布のもとで地表面状態が一様である場合

に成り立つことであり，変形の著しい台風や地形効果

が働いた場合を含めて一般的に成り立つかどうかは自

明ではない．実際，風速分布が複雑で移動による左右

の風速差が確認できないような解析例もある（例えば

仲吉・座間味（1979）による11個の台風のコンポジッ

ト解析）．これに対して今回の結果は，台風の移動効果

が長期間の強風の風向別頻度分布に反映することを，

統計的な面から再確認するものになっている．

　台風期でも下位の強風は，南風と北風の2山型であ

る．その理由としては（1）台風の進行方向が北寄り

であるため，最大風速の風向は進路の東側では南寄り，

西側では北寄りになること，（2）台風の周囲で前線が

強化され，前線の暖気側の南風と寒気側の北風が強ま

ることが考えられる．こうした前線強化の具体例とし

ては，藤部ほか（1995）の解析などがある．

　最後に結果をまとめる．

（1）34年間の日最大風速のうち，上位の強風（1～3

位あるいは1～10位）は，北日本（北海道，東北）を

除いて台風期に集中する．北日本でも，1～3位の強

風の1／3は台風期のものである．一方，統計対象を下位

の強風（1～100位あるいは1～300位）に広げると，

南西諸島を除いて台風期よりも晩秋～春の比率が高ま

る．これらは従来の知見と定性的に符合する．

（2）台風期の強風は全国的に南寄りの風の比率が高

く，上位の強風ほどその傾向が強い．一方，下位の強

風は北風の比率も高く，風向頻度分布は南風と北風の

ピークを持つ2山型になる．沿岸域の風向頻度分布は

海陸分布の影響を受け，向岸風の比率が高い傾向があ

る．また，台風期のうちでも前期は南東風の比率が高

く北風は少ないが，中期以降になると最多風向が南風

になるとともに北風の比率が増す．

（3）晩秋～春の強風は西風（南西諸島では北風）が多

い
． これは季節風期の最多風向が西北西～北西風（南

西諸島では北北東風）であることと比べ，左にずれて

いる．また，春の後半になると南風の比率が高まり，

風向頻度分布は南風と西風のピークを持つ2山型にな

る．

（4）以上は“日最大風速÷その年平均値”の順位を尺

度にした統計結果であるが，その値による統計や，日

最大風速の順位あるいは日最大風速÷年平均風速の順

位による統計でも結果は同様である．日最大瞬間風速

を使った場合の結果もほぼ同様であるが，海陸分布の

影響は日最大風速の場合ほどには目立たない．
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